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図l マイクロコンピュータ制御直う充エレベーターのシステム構成

'80年代に入り,エレベータ【,エスカレーターをはじめビル施設機器,

システムに対する要請は,大別して省エネルギⅦの追求,快適件の1実現及

び安全性の確実化に向かっている｡また,このようなマクロ的ニーズを横
断する課題として,ニーズの多様化が見られるが,それにこたえる新製品

の開発が行なわれた｡

中高層ビルから超高層大規模ビルまで広い範囲で使用される高速直i充エ

レベーターにもマイクロコンピュータを導入,機能の高度化,信根性の向
上に加え,二重系システムのj采用による安全惟の大幅な改善が行なわれた｡

エレベーター全自動群管理方式及びサイリスタレオナ【ド方式〈＼の適用と
併せ,直i充エレベーターでのマイクロコンピュータ化が完成したと言える｡

また,エレベーターの設置台数で圧倒的なシェアを誇るマイクロコンピュ

ータ制御規格形エレベーター｢ビルエース+は順調に設置が進み,高度な
付加機能と多様な意匠が広く好評を得てし､る｡油圧エレベーターも日影規

制のぞ蓉透と据付面での優位性が評価され需要は増加しているが,新たに寝

台用油圧エレベーターをも上市され製品シり【ズを完成した｡更に,音声

でナ成LSIを採用したエレベ”ター･エスカレーター自動案内装置は,各方面

の注目を集めたが,今後,応用範囲の拡大が急速に進むものと期待される｡
安全性の向上,省エネルギー及び省スペース化を図ったⅤ形エスカレーター

は,好評のうちに数多くの稼動実績を挙げているが,新たに高効率の大形

ヘリカル減速機を開発L,都市交通を中心とする高揚程領i或にまで適用範
囲を拡大した｡一十方,f毎外市場では,現在シンガポールチャンギ出際空i巻

向けにオールステンレス化した新形オートラインの据付工事が進行中である

が,本製品は空港の主要な輸送設ノ備として,需要の増大が期待されている｡

ビルなどの省力化及び省エネルギー化を効率的に行なうシステムとして,

ビル管理システム"BUILMAX''が各所に幕内入され,きめ細かい制御と各

種機器･設備の集中監視は,管玉里に関するコストパーフォーマンスを大幅

に改善し,同時に信束副生を高めることに寄与してし､る｡

ソーラーシステムは身近な代替エネルギーi原として,国の施策即ちソー

ラーシステム普及促進融資制度の適用を受け,個人住宅用だけでなく業務

用にも大きな市場が開け,大形システムとして相次いで計画が具体化した｡

快適性を支える空調システムの分野では,【吸収式冷i東機のシリズ化が進み,

病院などの低圧蒸気を必要とする顧客向けに低圧蒸気二重効用吸収式冷i東機

が好評である｡パッケージ形エアコン｢ニュⅥ･ユートピア+シリーズには,数
多くの新技術を織り込み,快適性と省エネルギーのニⅦズに対応している｡

環境･防災製品についても,社会的ニ”ズにこたえた新技術の開発が進め

られ,その例をあげれば,省エネルギー･省スペースを特長とする大気汚

染防止の移動電極形電気式集塵装置は,集塵垣根を移動することにより,

また,水質汚濁防止の超深層曝気装置｢日立ディープシャフト+は,水深

を80～150mにすることにより,この市場ニーズにこたえることかできた｡

ビルごみ収集及び身体障害者避難誘導などについてもシステム化が進み,
前者は定性分析,後者はモデル化の計画手順などにより最適システムを完

成させたが,今後の需要の進展が期待される｡また,信根性が重要視され

る病院施設,研究施設で無菌病室の保護に携帯形ブリーソングユニットを

開発したが,これも広く注目されるシステムであろう｡
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エレベーター･

エスカレーター

マイクロコンピュータ制御直;充

エレーミ一夕ーの開発

規格形エレベーターに引き続き,高

層,大規帖ビ′し向けマイクロコンピュ

ータ制御直流エレベーターをl謁発した｡

その主な特長は,

(1)各エレベーターの運転制御を行な

う号機制御装置,及びこれら複数のエ

レベーターを有機的に運転制御する群

管王里制御装置ともそれぞれ二重系のマ

イクロコンピュータシステムを採用し,

相互に動作を監視するとともに,万一

の異常にも他方が補完できる独得の構

成とすることにより,安全性,信索引生

を高めることができた(図1)｡

(2)サイリスタレオナード装置と組み

合わせることにより,制御装置の全称

止化を図ることができた｡その結果,

電力消費量は30%以上,電気系祝砲障

率は50%以上,制御装置の占有両村は

30%以_卜低i成することかできた(当社M-

G方式対比)｡

マイクロコンピュータ制御規格

形エレーミ一夕ー続々稼動

マイクロコンピュータ制御規格形エ

レベーータMは,乗用,住宅用,涼子言用

の全シリーズ29機稚をそろえ,昭和54

年10月に発売を開始し,昭和55年12月

までに1,500≠‡以卜を納入した｡また,

二航設エレベーター用の群管理制御シス

テム(CIP-3)は,マイクロコンピュー

タを用いて待ち時間を横算し,サービ
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図2 サンホテル納めマイクロコンピュータ制御規格形エレベーター

スの姑油化を図る ミニマックスF別御か

開発,過用されており,仙fT農協会館

納めをはじめfナf汁7セット(217と=を一之

i+三し納人Lたし_,これらマイクロコンヒ

ュ一夕制御エレベーーターーは､梢成要義

であるLSI素了･に対する萩Lいふげf背

理に加1え,連転制御でグ)二_屯系や放l靖

診断機能などの特土主をもつシステムイ満

J戊によ/ノて,■語ト､仁子椒件をもっている

ことがフィl-ルドでの様J軌実弟六かご)ラミ

ムヒされている(図2)､1

また,エレベー一夕r,の利用状態にでナ

わせた省エネルギー化機能やオプショ

ン仕様などがプ亡実Lて才一iり,今後のエ

レベ【タ一言糾御の主}允製I17.とLて♂)地

歩を岬めるに乍った｡)

ブ由庄エレーく一夕ーの製品シリーズイヒ

ニ拉近,連年勿のU右を主税制や高さ規制な

ど,建築計l叫_卜のr別約が強まるに従い,

油圧エレベーター〝〕て宕要は急速に高ま

りつつある｡

日＼∵油圧エレベーターは,1沈に4入

来り｢日立ハイドロ･4+をはじめ,

規格形グ)6八,9八,11八乗りを製【与～J

化Lて才ゴり,住宅ビル,-′事務所,ホテ

ルなど広い分野に応じてきているか,

ノ?回標準形涼子i糊油しf三エレヘ一夕ー¶を

開ヲ芭し(昭和56年4月ヲ己完一子定),製占～丁

シリーズ化を完成した｡このエレベー

ターは,(1)従来の経験を生かLたLj__1工

才虫臼の消昏設計により,エレベーター

切囲の騒藷を35dB以'ドに抑えてある,

(2)運転悠′射程を一新するとともに,衆

威 織

図3 寝台用油圧エレベーターの乗かご

∩)6

03

■■■▲■省エネルギー率

･･一消費電力(新棟種)

一…-一消費電力(従来機種)′
′

′

′
′

′

′

かごl勺装には化枇枇を採用Lて,ノ古忙

性を向上してある,など運転機能及び

意匠のl内面で病院の設イ備にいっそうの

調和を図った｡

省エネルギー･省スペース形

高揚程エスカレークーを開発

世】芥的な省エネルギー化指】Jlj(7)なか

で､人きな省1電力効斗さをも/ノⅤシリー

ス'ェスカレー一夕ーは,昭利+55年三党売以

来続々と納人され稼動プ王子抗を 卜げてい

る｡-一一方､都Iけ交通機倒｢｢りけの†朋一-をの

■ミ㍉いエスカレーターについても省エネ

ルギー化を進♂)ていたが,永い絶版と

プ三凍主【り二喪付けJ)れたチ_1-ン駆動方J〔

などの#f不L】をされた技術を鵜に,約25%

の消ぜ菅電プJFllJfbk(当社従来裂.指比)を達

成した省エネルギー彬高指札ミュスカレ

ーーターを開発した(〕

本エスカレ‥ターーは,高効率の大形

/＼リカルi域速機を【うHヲ邑するととい二,

走行壬氏杭を什七i城する弓山【二1のハンドレ‥

ル駆垂わ装置をj‾采用L,省エネルギーー化

を[匂った(図4)｡また,機器の小形化

とf十王里的なレイアウトにより,設置ス

ペースも従来形対比10%の縦小を阿り,

建物スぺ--スの有効frI用にて寄与Lてい

る｡

チャンギ国際空港向け新日立オ

ートライン(動く歩道)の完成

シンカ､'ポーールの新しい未達二関となる

チャンギⅠ刃1祭?た港のj建設現場では,H
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図4 1200形高揚程エスカレーターの省

エネルギー効果

_立オーートライン36fi(延/ヾ行外与1.7km)を
鋭息抑‡付｢寸1であり,j吐く完成の見込み

である｡

オートライ ン(動く歩道)は,ジャン

ボジェット機時代を迎えいよいよ大形

化する空港に必泊の設備として位置づ

けノ〕れ,1ミ尤.没,新.没を問わず各空港で,

設置計F何が進んでいる｡如に都市交過

機関での連絡輸送干f貨など,その似れ

てユニークな輸送機能か近f卜とみにク

ローーズアップされてきている｡

新臼_‾､ンニオートラインは,血糊的な椛

密_･型j性加工技術の開発によって実ユ礼L

たステンレス踏み板かごー〕欄十まで,オ

ーールステンレス化することによ/ノて耐

久性,意】巾生を格段に｢戸り上することか

できた｡また踏み板の両側端は踏み面よ

り8皿m高く,かつ黄色の注意表示した

セーーフティ 8mm付デマケ【ションによ

1),ノ左仝対策にも卜分な配慮が払われ,

乗心地の良い,信柏度の高い輸送設伯

として広範な用途に対応できるものと

なっている(図5)｡
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図5 工場完成した新形日立オートライン

音声合成自動案内装置の開発

､ト;引本托術の逃1レ･と､.1ニバイナ戊ノノーJし

グ)ヲ己J速かあし､圭一ノて′ノこb丈したハニJ!イ㌻戊

LSI(上土け卜:HD38880)々んじjrJL,エレ

ベーターーーグトけ‥ビス′吏r勺,エてカし

クーーク)止しい川川法グ)ノ軒†､J､如に,セ

ンサをJi卜､て.;雀虹北iシ亡ヒでナノっせた■ヤバニ

丈を過机Lて放j去‾ナるハニパイナJ戊l′Ⅰ刺二束

lノ+装‾Li′-:を用ヲ己L7二(図6)

1く装iF=ま,ハーーーコール(PAIてCORりノ

J一(による汗パイナ成LSI,.=!7テー一夕川

)†仁や休ノモ】J〔ROM:Read Only Me-

mory)､■=!欄1御川マイクロコン
ヒ_-∫_

一夕,〟史_i拉タイ
ミ ン グち･ヒ'ク)イ ンク7

ェ‥スでfl恥丈され,従来グ川+▲卓蛸lユをも

つエンドレステープレコーーダノナノ(に比

較Lて,

(1)上主ん二命,(2)=斜埠放j去上納,【-‡1L,(3)

メンテナン乙フリー-,(4)小形･申そ…Ii二化,

なご〝〕特1一主をむっている._

本装‾i削土,蝿に横沢他仁‡モ払川ニセニ/ク

ービ/しに納入Lたグ)をほじめ多数ク‾)納

入先がi央1ヒLており,′｢子安の鳩粕川て+な

う六言紫の伸びか期待される..

ビル管理･空調･照明
日立ビル管理システム
"BUILMAX”

l分散滞り御と集中管押+をメJノブ/1て開

発きれた日立ニヒル符f里システムBUIし

MAXは,イ ンテリ ン_1ントコントロー
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アドレス 制御信号

音声合成･プログラムメモリ

音声信号

書声 合成LSl

アドレス 音声データ

音声合成用インタフェース

アドレス

注:略語説明

ROM(Read O叫Memoly)

図6 音声合成自動案内装置の構成図

書声データ用

半導体メモリ
(ROM)

(ROM)
(ROM)

音 声
データ

(ROM)

図7 金沢大学納めBUlJMAX O8監視操作卓

ラノ之ひリンチ､･ノ‾7マイクロコン ヒュー一

夕仲川ノり∠二1一別棚卸せきi;さ■1二をヰ人†ノ,†‾.捕i

作,処f判イド化ひ寸JJ上主作グ‾)l■′り_トキ川一--ノた

Ⅰ叫抑11Jち■シてテムてある ヰ､システム

はヒノしlノ+に設i2t亡きれる′乏′変′.=に設伯,叫

1(調朴.三笠備,枇†L訂淵｢水設仙ノ之ひ､仙災･

肪犯.言†帥指を-リ三小竹雅L,刈ヰくゾり呈しl逆

転∴J‡上場r帆御,【′=的化ち-ピケ子fなう こ

とに上り,告エイ､′しキー,符ノJ化/之ひ'

ビ/し午†木･ノ‾)イ.一派り空,安乍作ノ)F■′りトキノ_吏

瑚▲‾ナる

BUILMAXは
一帖ビル以ケトにいいIJ

され,1千手Jしノ(苧,仙f㌻農協三†純,ク､留

米人′ゝアニほか,fl燕‡′1香川〔株+1こ仝什横汀亡

l二場のユーティ りティ.…貨愉ノ)り三巾l.与:さ.ネ止

別御にいい1Jされ納人Lてしゝる_

図7に令iJミ大′!f二約ダーBUILMAX-08

をホす:

業務用大形ソーラーシステム完成

拉.也 代作エネ′レキーーーヒしてプりヾl;銭

熱fり川か干ヒート細抑Jに･;ヰ人きれつ′Jあるか,

壌土的質素か多〈か/バ曲別範州ジ､ノ.泣こトリ

ーラーーーシてテムを㌘羊1･三キム･帖純一E一言∴糾托

術グ)才末上札姑通計L巾グ〕機f城化など総介

ノJを結集Lて取り 圭とめ､数々･グ〕繁務

梢大形ソーラーシステムを1こ呟L/∴

公共施設･ク‾りモノこF'11Jた■ものとして,り三

熱音訓IF数1,029巾iと世界ふょ人鞭ヒしゝわれ

る洞峰体育館ソ=ラーシステムかある

(図8)｡太陽熱をシャr7-一手J‡さ妨,‾7--

ル水ノ州熱,7｢-一ルサイトグ‾=七‖長城,紺

卜竹尾巧,一一部のJ脊}ノ享と多Ⅰ岐哨迩に利川

Lているノ､･二で乙他に粍キム左lいシステ

ムである:圭た,コンヒュー一夕を利川

し-呪潔さ輿～Ft‾i二,子i川畑三熟読ノ之び終系熱使

川の3要素をj峯二jこ比較しなが⊥ゝブ太陽熱

依イi二やキ上り縞少〕るよう放て壇起動切一炊

制御を打ち･---ノている｢｡

･ん∴ 耗砦fl‾Jでは‖鹿l'】軌小株式仝

什ノL州卜場l∴=ナに1こ収Lたシステムと

Lて
一1柁付J乙･上片務柑りHJて川淀城システム

(.当主熱一汁二手200仙,26RT)伎ひ､手枕給f祐シ

ステムrトJ221日=以外に′‾卜虎‾T二村に人ド湯

熱を別川し′たボイラ純水ノ州熱システム

川り60r｢!い ≠ケ‡米前処Ill!批沖水加熱シス

テムルfJ601F†=かあり､FUEI- SAVING

ク‾)戊袈を挙げてしlる､ノ
_′卜耗‾‾l‾二村への人

l;揚熱利朋吋能なH】迩は圭仁政多くあり,

イニシてテムはそ〝)綿とLてiiミロされる

とともに,/ト後グ‾)再業問に干しl掴抑Jなや

人か柑】付される._.

イ氏庄蒸気=.重効用吸収式冷凍機

シリーズの完成

省エネ′しキー化/‾＼の叶応とLて,従

水は, 一弔効朋【披り丈∫(Jて汁如機の適川鈍

何とされていたゲーンJl三2～5kg/′ふ12

の恭1i仔‾ノJで動作する什い1三力覧;も二重効

鞘lリ女叫丈∫じこて}横磯HAU-WL-G彬を80～

1,200USRT(カモ出iてi凍トン)の?‡呈‡主皐巨

開でシリー-て､化Lたし｡図9に外壬睨をホ

‾ナ イこ機は､H立l城山丈J(ごて㌻凍機が従来

か/J才采I¶Lてし､る二J玉効JHサイクル｢ハ

ラレ/レフロー+を仏本とLてし､る.._)｢ハ



ヽヴ

図9 340USRT低圧蒸気二重効用吸収式冷凍機

野

持掛惑淋詐隅

図8 洞峰体育館ソーラーシステム

プレ′しフローー r土比郎川て川い､iJ.】し性ノ､ノ熱

似で動作さ-せるノ)に適したん-J･〔て-ぁる.

二れに川し;_て､別川如拙f∴い空ニ7)什し卜‾＼

ノ)対応として,(1).堆発器､‖及叶丈汁ニ‡′L･ヒ､

各紫衣ノノ熱仁三権ノ)此洋(†∠七難加納×輿fノミ

漣やゾ)州人)に､Jl′二り,舷′トノ‾､)′∠哲=トニー■姑

帆J)熱柑f.■,.l_性が村上'ノれる.上う(ニー∠ミ熱巾

fしIi･ゾ)娘鳩円山ナをイ‾fl-ノノた._(2)=ノ糾･丈J〔;†}

凍機梢∫て十作能仁ミ熱符(サーーモエクセル:

｢ト∴Jき望作r軒弘一‖,-れ称■け)f判子己.ノ之び熱†ノミ

速了j山並剤ジ)析f蒜叶†ク′しグ)俳jヲ己:二上る

熱†∠ミ達ノ)此持ちLヒ∴サイクル刺作i∴んJ!とノ‾)

収洋(flt卜)がト互ぃJれている..ご†}i小竹イク

/レ＼グ)ニメい'jこ′‾イ㌣J二巧川(Jろ､･旭川に.より,ナ

シ†1三8kg･ノcm2ノJ‡1いニノノブ‾トー十肘=トり

芥:■ミニ1璃と比′‾く,125〃′〃什性〃りヾきさ(ニコ

ンノくクトに圭 ±ダ='Jれ′‾ごいる 壬/∴

従水慨(一 一巾刹J川)に比べ杓44ウ′ノン)打エ

ネルギーー化が†■ストンれている_ 卜ち‾J=.1去

ヒ Lて,帆J‡三ノJ与1tソ‾)ラインか上牧.言′上にあ

るJ湯†ナ,1_!光一‡貨一一巾乍いIJか⊥■ノ･ン】几ノJ椎!山桝､

汽エネルキー一徹収什一三

刷川,rl末子己ノiに.さ'上;言一■】二

寸非山一う駕1しソト打倒J川=,

る甥丁＼
‥†二‥ク′■にり

一一1柁り:モ朋州はも
と上

‾′ラントノ)1モ刷辛さt

l一.+湯でノーターl-で‾ニ

ー､之ノーに什f別【祉ユか.∫i)

コてトノ)r■jりざ†.ikち･ヒ,

り 卜裟=J± してち

恥‥ょい分卜什ノ＼ノ)旭川か判子､トされる

省エネルギー形高一性能多翼ファン

｢PACファン+の開発

壮年,ビルニノとi洞の省エネルキーをトズ】る

ため,そグ‾)土的ノJ⊂ノ‾)50%リリをLli夕一〕る′i壬J軋

図10 省エネルギー形高性能多翼ファン

｢PACファン+

機〆)-+･j刈ヰi化か巾懲祝されて.さている′二.

王トンニ二歩望什巾は,二〝)焚求にこたえて,

J押=二★小手て々10-㌧15〃ふJ｢り卜させた■ミ■J汁卜能
多粥■7-′-シ｢Ⅰ-ACフ丁ン+を･川-Jヲ己Lた

(図10).1こ機はiトンニ仙l′】グ)Totalr)iffu-

sion+‥l王そぷすにj.至三つノく抑.払汁ゞノニとナイフニヱ

ーザ什ケーーシン ケ､付子j左の才末什=二より,

幼ヰ小+卜をトズトノたらシ)である._.

如に1こJ払1■】パ.土､モーートルlノ小】-=坂〆)ノ＼､ソ

ナーーン什州-i,i立とち‾一+てムり,従水にな

いユニーーフなナサイ ンで,約20竹フジ)′ト

什壬･咋圭一ミニ化がトズト)れてムり,J壬=也でl叶

=†ノん‾l■′りか3ノノJrり′変如lり一能ち･｢川三形に

付j■＼成されているンニ1･ヒ､,数多くノ‾)才､1三上ミキ

u′一ノ′ニいる.人さ‾き♯2-､♯5､=リノ

O.4--11kW･ノ)シリーて化を′ノL成L,上牧

に枇ノこ与J主H始Lて(け.沖を子ミトこいる..

省電力設計ノヾッケージ形空調機

｢ニュー･ユートピア+シリーズ

ノ′こ?朋分即でも柴山したイl▲川州テ勢々17

与;キに,告エネルギー化か圭す圭す_屯焚

にち■ノノてきているり このため,エネJし

キー消-∠l～効ヰミを人帖に政一洋Lた桝仲川i

宍巾乍.澗機｢‾二_ユー･ユートヒア(省`屯ブJ

ぷと.汁)+与･li;+発L/二(図11)り 木機には古
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図
パ

機
ピ
ユ

.にノJ化与川るた〆)､1寸.汁168什のはか放

散〆り一之jリ=`之附か織りj生麦れている..

卜ち･才､1‡上ミを次にノi生べる.(1)-1■J州三能JIこ

甜i怖∴ ‾く-ノ＼--てlトノトフ す ン,l八川‡F

川f‖'竹､人Il作i掛｢壬クーーボブ丁ンや∴

佃‾ホト7■ロ/＼ラフー′〉ンなど♂)liH碓に上り,

汀i′作ノ,にプJを20〃｡紙子城Lた.(2)1ミlノ＼トコーニ

･ソトゾ)1粒子トJ▲法は22cm±L,ポ+÷にil】

け三化し∴二(=ノJ2.2kW機,､11什fノ〔火什壬

+七).(3)1ミ外ユニ･ノトに/ハゝていブ斗子+二

､J▲ざ+こ30cmヒi肘lニラ化Lた=11ノJ2.2kW樅J..
(4)=1的くび∴り僻三川+fl■..†.ノ軋卜lけ川1lノ恍

イニーリi乙･ヒ‾を†末川L,祁hミのf∴い生む⊥-ノを収

Jl下し†二

高演色けい光ランプ

｢ハイルミ ック+

けい光ラン【7(.土,一一j化に也の比えノノ

(ftiて也件)キュニ主くする･とH‖るさが帆卜㌧う‾

るとい一)イこ川丈Lた】泣‖系かあり,lリJるさ

を_-i三〃;に作⊥■〕れている一一触けい氾ラン

r7■=′l色･1た虹色)･ゾ)揃也∫作けり 卜か.言米越

とされていた‥11､ンニ黎望作1叶では,コン

ヒュー一夕シ ミ ニ7_し--シ ョ ンに.よノノて,

l′lヌ1ミラとのょうに油紙したスヘクトル分

小グ〕■11Jj効ヰ三,■l■右端也件のけい＼妃休引iトj
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図12 高演色けい光ランプ｢ハイルミック+

ふこ

雌
k

凌†
甘

ゲ
′

図13 移動電極形電気式集塵装置

発L,明るさを一般ランフとほぼ同等

に保ちながら,-!宇土壬バ寅色.沖価数Ra84

(一般口色ランプRa66)の満色件と効率

を佃_ょさせた新Lいタイプの岳i寅色け

い光ランプを整望■l‾7】化Lた｡r‾ハイルミッ

ク+は,すべての色がより臼然に見え,

明るくさわやかな寄囲乞てをつく り出す｢)

消`姥ノi立刀を5～10%肌i械Lた｢告ノ左ノJ

形ハイルミリク+を【与占ぞろえL,ビル,

テ/ヾ-一卜､スーパーーマーーケツト,ノL王子舗､

⊥家庭用などの一一舟芝汁即】月用光二糠とLてJ目

途グ〕拡大が期待される(図12)｡

環境･防災

移動電極形電気式集塵装置の完成

従米の乾式EP(電気式集塵楽市)で

は,ダストのう左右{固有抵抗が1011日cm

以卜になると,安て右Lた集塵を行なう

ことができなかった｡

これに対し移動電極形EPは,集塵

垣根を移動させ,かつ垣根を回転ブラ

シで常に清浄な状態に保つものである｡

日本石油精製株式会社横浜製油所寺内め

の1号機は,約1年間連続運転し,安
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図14 コン/〈クタ･コンテナシステムによるごみ処王里設備
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恩
表】 移動電極形と従来形の比較

＼ニゝ
㌢

当l斗､/
新方式バイオクリーン病室

項目 タイプき移動電極形従 来 形

集塵面積比 萱 33 100

E
P重量比i

55 100

100消 費 電 力 比 50

)主:略語説明 巨P(電気式集塵装置)

三左した性能を維持Lている(図13)′｡

10130cm程度の高抵抗ダストを集塵

率80%で比卓吏すると表1にホすように

′ト形化,省力化できる｡

ピノレニナみ収集輸送システム

ビルの高層化,人形化に付い大誌に

排出されるごみの召三中処理は,郡市機

能の多様化に対応L不可欠な設備とな

った｡

本システムは,ビルの各階で発生す

るごみを専用コレクタにより地‾卜処理

フロアに集め,J上編機(コンパクタ)

に投入i成答したのち外部処理施設に

輸送するもので,上既に新宿センタービ

愉鼠

ノ㌔フ

幅木吸込

1沙＼

ル,折柄節一fL命ビルなどの人形ビル

に続けて納入し,その成果を挙げてい

る(図川)lノ イこ設イ肘ま,排出皇占二十州,シ

ステム1上作分析モデル化などの占十ll】-i手

順に.より拉過システムを拙案するもグ)

で,(1)処押スペースを壌糾し拉少とす

る,(2)大′プi-ぎt壬の二.んを機能的に取り扱

う,(3)綿満山,織′t【‾flり女び′左仝t砧を十

分ろ‾慮したシステムとする,などの柑

kをむ一ノている.｡

新方式′ヾイオクリーン病室の開発

と11r】l_柄,熱似疾患などのifT療には,

紺1柳生染をl坊Ir二するために無体i病室が

不可欠である｡Lかし,従来の無‾府･柄

1ミでは出入芥は特別な数台グ〕′受講及び

太り｢まなどへ♂)厳しい制限か必要で非常

に不使であったr､

そこで,人1i荷の身体から放上_王1され

る紺府や腱拭を圭きJ牧ごっさずにL収入処

′叩する携帯ノ1ラブリー･ソングユニットを
開発し､二れを無頼大の‾Fに装備する

ことにより､l夷｢柚やポー;穫婦などからの

ブ7J染をJ;方1卜し,行動もノ存易にLた｡ま

た,痛く‾三へのエアロ欠込みを中山層流状

｢
+
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図16 農林水産省畜産試験場家畜代謝実験装置

〔大家畜(牛)用呼吸･代謝高温実馬実室〕
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図17 稼動中の日立ディープシャフト

とし,病:責周Ⅰ井1に設けた帖木かJ〕吸い

込む方式(垂直層‡充幅木【吸込方式)を

開発した(図15)｡if?づ寮子iを来J)かいフ

レッシュエアで包⊥み,従来形のi仙流な

どによるテリ与た乍乞ものi比人をr;小【二L,病

室全体のi】tテ沖度を著しく向上Lた｡

家畜代謝実験装置の完成

建設省筑波研究学掠】都心営繕j達設本

部から受i主した農林水産省畜産試験場

納め′家畜代謝実験装置が昭和55年7月

完成L,種々の制御環J竜(f.■,.ほ11三度,光t撮

J空)下での牛､ヤギ,腺を対象とした`家畜

の栄養素要求追,及び飼料利川効やに

1対する実験が行なわれている(図16).⊃

ヰこ装置の特長は,以下に述べるとおり

である｡(1)コンピュータシステムによ

り実験管理を容易にL,呼気オス分析,

体重計刈りなどデータ精度の向_卜を凶っ

た｡(2)広範囲･瑞相度の温子占■り空条件に

制御される不日数実験1iの任意組でナせ運

転を行なうために,制御性に憧れた省

エネルギー方式の空調設イ嵐 熱i悼構成

を採用した｡(3)長期旧り王族のため,装

荷はもとよリノ家畜及びデータ保存に対

L,十分な安全対策を施した｡(4)デー

図8 (a)避難誘導制御装置及び…総合操作盤,

及び避難口誘導表示器

タのイi言敵性向上のため′家畜にストレス

を与えない実験三三内装,!‾仰げり了式を探

り人れたど,

超深層曝気装置｢日立ディープ

シャフト+相次いで完成

日｢在ティーーーブシャフトは,l仁!二律1～

6m,深さ50～150mの立穴を地中に掘

り 卜げ二茹管構造とL,′主物処理用の

曝乞も憎とするもので,従束i去に比べ約

30%省スペーーースとなる｡廃水は内側の

下杵管と外側の上舛管を循環する｡処

J準用空乞tは卜】埠符に吹き込み,水r下に

より 卜分に桁解L酸素利鞘辛が高めら

れるため省エネルギーとなる｡1号機

は,昭和55勺二4ノ+農薬製造会社に納め

た廃水処理肯巨力1,500mこソd,直径2m,深

さ80m(7)装置で,処理廃水をBOD(生

物化学的酸素要求量)100ppm以下に浄

化する｡2号機は,昭和55年11月製紙会

社に納めた直径2.8m,深さ100mc7)装講

で20,000m3/dの廃水をBODlOppm以‾卜

に沖化する能力をもっている｡なお,

2号機の処理能力は,世界最大昌汲のも

〝)である｡

(b)室内警報灯,通路誘導表示

身体障害者避難誘導システム

を完成

このたび身体障吉‾芹福祉施設を対象

とLた防災用避難誘導システムをIjH発

し,祖捕二し㌧と社会祇祉センターへ納入し

た(図18)r,本システムは,マイクロコ

ンヒュ一夕を内職Lた避雉誘ヰFfiり御装

道を中核に,館内の視′辻･聴√迂陥二】i子老

に誘導情報をイ云達する誘導表ホ器,及

び消防法令に規左された防災機器か⊥l〕

構成される｡システムの機能としての

新しい試みは,特殊な誘噂太ホ器によ

って,祝儀二･聴覚障古老の越弓堆誘やを

従来の防災システムよりもいっそう効

果的に実施しよう とするものである｡

この誘噂麦ホ器は,大別Lて三三【勺ヲ守戦

灯,通路誘や表ホ器ノ女び適う唯Ⅰ-j占秀頼表

示器の3結かあり,特殊誘j導吉あるい

は苧竿告表ホ灯及び誘ギ;叩こJ光によって,

身体障害者に情報を仁ミ達するし,避雉誘

導f別御装置は,火災報知設備あるいは

燥感知旨旨からの†こ号を一_乏イiてすると,誘

導表′コこ器を制御してアーミ館身体【特′方者へ

火災発_牛の繁仁一,避難縫i格の誘導を行

なうし)また,火災グ)進展によって隅1三文

宅などが煙iJi主たされた場ナナ,他ノブの1鞘

段三三に誘導するなどのi湧う藷‾万l｢りの制御

も行なわれる｡

本システムは,砧i井蚊及び松浦二地区

子州妨本部グ)指導のもとに,昭和55年12

月の砧ル県社会如祉センタ【開館時か

ら稼動に入り,一呪/l三間センタ【/†三組‾芹

の安全を_支える陰の力となっている〔ユ
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